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■令和６年産米　各地区で初出荷

■第29回　幌加内町新そば祭り

■一已中学校とうもろこしの除草作業

■酪農学園大学の学生がインターンシップ！
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　今年も収穫の秋を迎え、8月27日から、一已地区を皮切りに当ＪＡ管内各地で稲刈
り作業がスタートしました！！

➡記事の詳細は３ページ

JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！

ホームページ
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初出荷
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ྩ�࢈ถྩ�࢈ถ

【多度志南】農事組合法人ユナイテッド（左から3人目、４人目）
【多度志南】（株）ピースファーミング（右から2人目）
【多度志南】農事組合法人ユナイテッド（左から3人目、４人目）
【多度志南】（株）ピースファーミング（右から2人目）

【音江東】近澤　信吾さん（中央）【音江東】近澤　信吾さん（中央）

【納内】　山田　憲明さん（右から2人目）【納内】　山田　憲明さん（右から2人目）

【古作】渡辺　靖範さん（右から３人目）
【西川】藤井　啓二さん（左から３人目）
※【西川】（株）藤井ファームも初出荷

【古作】渡辺　靖範さん（右から３人目）
【西川】藤井　啓二さん（左から３人目）
※【西川】（株）藤井ファームも初出荷

（もち米）
【幌里】南谷　秀明さん
※写真は長男の和輝さん（中央）

（もち米）
【幌里】南谷　秀明さん
※写真は長男の和輝さん（中央）

【北菊水】（株）きはらふぁーむ（左から３人目）【北菊水】（株）きはらふぁーむ（左から３人目）

ຈՃࢧॴɹ�݄��

（うるち米）
【幌中】畠山　尚久さん（中央）
（うるち米）
【幌中】畠山　尚久さん（中央）

ਂࢧॴʢҰቮ۠ʣɹ�݄�

【一已第6】小林　松二さん（中央）【一已第6】小林　松二さん（中央）

Ӎཽࢧॴɹ�݄��

【本牧】大山口　光さん（左から3人目）
【本牧】（株）幸和（右から4人目）
【北友】野原　康文さん（右から３人目）

【本牧】大山口　光さん（左から3人目）
【本牧】（株）幸和（右から4人目）
【北友】野原　康文さん（右から３人目）
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8月27ଐƔǒŴข߷ૅɟעࠂғǛႝЏǓƴŴJAሥϋӲעư令和6年ငƷӓᆫ˺ಅƕڼǇƬƨŵ

ғưžƳƳƭǅƠſžǏǊƽǓƔſžƾƬƘǓǜƜſžƦǒƖǒǓſǛӳǘƤƯኖ36haƴ˺˄ƚע࣓ࡇٶ

ƠƯƍǔᠾʙኵӳඥʴȕǡȸȠțȸǯǹƷ˱ŷஙѨՁƞǜ（ᘙኡϙჇ）Ƹ9月7ଐƔǒ˺ಅǛڼǊƨŵ

　˱ŷஙƞǜƸžʻ年ǋ᭗ภƕዓƖԼឋ˯ɦǛ࣎ᣐƠƨƕŴ২ᘐऴإǛ

ӋᎋƴሥྸƠƨኽௐŴᑣƍԼឋƷǛဃငƢǔƜƱƕưƖƨŵƓƍƠƍ

ƓƕưƖƨƷưŴෞᝲᎍƷႏಮƴƸଔƘʻ年ƷૼǛǂƯƍƨƩƖ

ƨƍưƢſƱᇰ᫊ưᛅƢŵ

　ʻ年ƷJAሥϋƷ൦ᆖ˺˄᩿ᆢƸኖ8,700haƱƳƬƯƍǔŵᆝᛢᎰ

ՃƸʻ年ƷဃᏋƴƭƍƯŴžஜ年ƸԼឋƕᑣƘŴᚨӖλᲫሁ比ྙƕ᭗ƍ

ͼӼưŴƞǒƴǿȳȑǯǋମ年ǑǓ˯ƘŴԛƷӼɥƕࢳЈஹǔŵ令

和ƷȑȋȃǯưૼǛࢳƬƯƍǔෞᝲᎍƕٻѬƍǔʙƱ࣬ƍǇƢƷưŴ

JAƖƨƦǒƪငƷ፦ԛƠƍƓǛμƷෞᝲᎍǁଔƘƓފƚЈஹǔǑƏ

ᚨᛦૢǛᡶǊƯӋǓǇƢſƱᛅƢŵӲעғưƸ9月15ଐ᪭ƔǒᆖА

Ǔ˺ಅƕஜႎƴڼǇǓŴ10月ɥକǇưዓƘʖܭŵ

令和6年産米の収穫作業スタート令和6年産米の収穫作業スタート

雨竜支所

　9月3ଐŴᩋᇕထȩǤǹǳȳȓȊȸȈƷᨩƴૼᚨƞǕƨቡˎፗ

Ɩࡉϋưƀ,#ƖƨƦǒƪᩋᇕૅቡˎፗƖૼࡉᚨʙ　ᇛࡸƁ

Ǜ͵Ơƨŵ

　ȩǤǹǳȳȓȊȸȈϋƴƋǔቡˎፗƖǹȚȸǹƕƴƳƬƨ

ƜƱǛӖƚŴ5月ƔǒૼᚨʙƕᡶǊǒǕ8月30ଐƴܦƠƨŵ

ᤧᭌᡯދƯ600ɜư1.3ȈȳλǓǳȳȆȊƕ650ؕӓኛӧ

ᏡƱƳǔŵ

　ƜƷଐᘍǘǕƨᇛࡸƴƸŴஹខȷಅᎍƳƲ᧙̞ᎍኖ

30ӸƕӋЗƠŴਮਠưƸޥ#,࢘ဋฌദኵӳᧈƕžʻ年Ƹቡˎ

ፗƖࡉǛƍƬƺƍƴưƖǔƘǒƍƷ

ᝅ˺ؕᛦưƋǔƱज़ơƯƍǔŵɟ

૾ưൢᝋܹƕٶƘႆဃƠƯƍǔ

ƨǊӓᆫ˺ಅሁƴƸҗЎදॖƍƨ

ƩƖŴᝅ˺ƱƳǔǑƏᫍƬƯƍǔſ

Ʊᡓǂƨŵ

雨竜に籾仮置き庫を新設　竣工式を開催雨竜に籾仮置き庫を新設　竣工式を開催
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第29回 幌加内町新そば祭り第29回 幌加内町新そば祭り

青年部が十勝で
きたそらち産のお米をＰＲ

青年部が十勝で
きたそらち産のお米をＰＲ

青年部青年部青年部青年部青年部青年部
だよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだより
青年部
だより
青年部
だより

8月31ଐƱ9月1ଐƷ2ଐ᧓ŴƦƹƷ˺˄᩿ᆢଐஜɟǛᛍǔࠤьϋထưŴžᇹ29ׅ ьϋထૼƦࠤ

ƹᅛǓſƕ͵ƞǕƨŵ࢘ଐƸᢊϋٳƷƦƹࡃ13ࡃᑄƕЈࡃƠŴӓᆫƠƨƹƔǓƷࠤьϋထငžǄǖ

ǈƷǓſǛƦƹƪग़ׇܼڤ˳ƳƲƕƪƦƹưਰᑈƬƨŵ

　ɲଐƱǋٻѬƷஹئᎍƕᚧǕŴྒǕƨƯƪƨƯƷૼƦƹǛ

ǂ比ǂƳƕǒಏƠǜƩŵஹئƠƨဏࣱƸž年ŴƜƷܓራƴ

ƳǔƱࠤьϋƷૼƦƹƕǂƨƘƳǔŵǹȆȸǸǋЈࡃǋᑥŷ

ƋƬƯŴƦƹƱɟደƴಏƠǊƯ۹ƠƍſƱᇰ᫊ưᛅƢŵ

ƞǜƷȩǤȖǹȆȸǸǍҾဋदٻǹȆȸǸưƸŴɥனԗٳދ　

ƞǜƷജ᜕ǹȆȸǸŴ˴ȳဋᄂʚƞǜƷǋƷǇƶǹȆȸǸƳ

ƲƕᘍǘǕ˟ئǛႮǓɥƛƨŵ

　ӷǤșȳȈǛσ͵Ƣǔ࢘JAưƸŴᝤ売ᢿƕƖƨƦǒƪင

ƱJAƷPRǛႸႎƱƠƯŴInstagramǛȕǩȭȸƠƨஹئᎍ

ǁƾƔƕǘžƳƳƭǅƠſ300᳡Ǜ૰ᣐࠋƠƨŵ

2ଐ᧓ƷƋƍƩŴƓםငئ࠼ǍǭȃȁȳǫȸƳƲ計90ࡃᑄ

ЈࡃƞǕŴஹܲئƸᝰƍཋǛಏƠǈƳƕǒૼƦƹǛԛǘƬƨŵ

8月24ଐƱ25ଐƴŴȏȔǪங（᪦ထ）ŴҗѨȒȫǺ（ࠧКထ）ưJAƖƨƦǒƪငƷPRǛƬƨ

ǤșȳȈžƓྛJAƖƨƦǒƪ inҗѨȕǧǢſǛ実ƠƨŵƜƷǤșȳȈƸŴទᝰܲƷርਘٻǍᝤ売

ૠƷفьŴૼᝤ売ǁƷ円๖ƳᆆᘍሁƕႸႎưᘍǘǕƯƍǔŵ

JAƖƨƦǒƪ᩷年ᢿ（ܷဋᨻٻᢿᧈ）Ƹ年Ŵžႉᝤ売̟ᡶʙಅſǛᘍƬƯƓǓŴʻ年ƸӷǤșȳȈƷ

ɶƴႮǓᡂǉ࢟ưᝤ̟ѣǛ実ƠƨŵӋьƠƨᢿՃ８ӸƕŴžǏǊƽǓƔſƱžƳƳƭǅƠſǛ５лƣƭ

ᣐӳƠƨ࢘JAƱȏȔǪஙƷǪȪǸȊȫȖȬȳȉž፶ᨺ（ȏȔǪ）ſƷԛǍཎࣉƳƲǛᛟଢƠƳƕǒ

ᝤ売ƠŴទλܲƴƸ5kgƓᝰƍɥƛƝƱƴࠤьϋထငƷƦƹᲫᘥ

（200᳡）ǛȗȬǼȳȈƠƨŵƞǒƴȏȔǪஙǪȪǸȊȫՠԼ

žJAஙHapio×ᝅᙱཅ җѨȓȸȕǫȬȸſƱƷᚾǋᘍǘǕŴ

ဇॖƠƨ計200ᘥǛᲬଐ᧓ưܦ売ƞƤƨŵ

　ǇƨƜƷଐŴӷǤșȳȈƕᘍǘǕƨҗѨȒȫǺưǋŴ࢘JAƷ

InstagramǛȕǩȭȸƠƨஹئᎍƴƾƔƕǘǇƍžƳƳƭǅƠſ

300᳡Ǜ૰ᣐࠋƢǔ˖画ƕᘍǘǕŴƜƪǒǋڤٻᚸƩƬƨŵ

　ஹܲࡃƸž᩷年ᢿƷႏƞǜƷൢƕᑣƘŴᚾǋ٭ٻ፦ԛƠƘƯ

ទλǛൿǊƨſƱᛅƠŴܷဋᢿᧈƸžɧឱƱƍƏཞඞɦưŴƋǇ

ǓՠԼƷૠǛဇॖưƖƳƔƬƨƕŴȏȔǪஙƷңщƷǋƱŴʻ

年ǋᝤ̟ѣǛʙƴᘍƏƜƱƕưƖƯ࣎ܤƠƨŵഏ年ࡇƷӷѣ

ƴǋጟƛǔƨǊŴƜǕƔǒࣕƠƘƳǔӓᆫ˺ಅǛƸơǊŴଐŷƷփ

ᠾƴǋǑǓщǛදƍưƍƖƨƍſƱॖൢᡂǜƩŵ
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『さくらカレッジ』を開催『さくらカレッジ』を開催

発酵食品で腸の働きを活発に！発酵食品で腸の働きを活発に！

『さくらマーケット』を開催
地域活性化を目指して

女性部女性部女性部女性部女性部女性部
だよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだより
女性部
だより
女性部
だより

　Ჳ月2ଐŴᇹ34ׅƞƘǒǫȬȃǸƕข߷ࠊƘۡʴƷܼưᘍǘǕŴଖ߷ࠊƷᐂ

ǢȉȐǤǶȸౕݎ፦൞ǛᜒࠖƴᡇƑžႆᣞᛦԛ૰ᜒ፼˟ſǛ͵Ơ22ӸƕӋ

ьƠƨŵ

　ǇƣƸŴᐂƱႆᣞԼƴƭƍƯᜒࡈǛӖƚŴעΨƷǛ̅ƬƯȈȞȈƱྚƶƗƷ2ᆔƷႆᣞᛦԛ૰˺

ǓǛᘍƬƨŵႆᣞԼƸᐂƷƖǛႆƴƠƯŴȓǿȟȳȷțȫȢȳƳƲƕ˺ǒǕǔƜƱưŴᎻᒰǕǍဃ

፼ॹ၏Ʒʖ᧸ƱƳǔŵ

　ƷطЏ˺ಅƸŴᐯЎƷࠝנᓏǛƭƚǔٻЏƳᆉƷƨǊൢਤƪǛᡂǊƯᘍƏƱǑǓ፦ԛƠƘƳǔƱᚕǘ

ǕƯƓǓŴࣱڡᢿՃƸɠݗƴطЏ˺ಅǛᘍƬƯƍƨŵ

　ƦǕƧǕƷǛȟǭǵȸƴƔƚႆᣞᛦԛ૰Ǜ˺ƬƨƋ

ƱƸŴᛦԛ૰Ǜ̅Ƭƨ૰ྸǛڼŵȈȞȈƸφඑޛᓔ

ǹȸȗŴྚƶƗƸᔕƠƖᰄƴ̅ဇƠŴଔƘቇҥƴˁ

ɥƛƨŵ

　ႆᣞᛦԛ૰ƸŴᎹƷ˂ƴǋƖᮄǍ༃ཋƳƲಮŷƳǸȣ

ȳȫư̅ဇưƖǔŵ

　ӋьᎍƸžႆᣞᛦԛ૰ƕϬᔺࡉƴƋǔƱጛࣕƷƝૅ

ƷƨǊƴǋࡍƕቇҥƴưƖƯяƔǔſƱᛅƠŴܼଈƷͤࡇ

8月24ଐŴJAƖƨƦǒƪࣱڡᢿɼ͵ƷžƞƘǒȞȸǱȃȈſƕ࢘JAᄂ̲ǻȳǿȸư͵ƞǕƨŵ

　ӷǤșȳȈƸŴᐯǒƕ˺ƬƨᠾငཋƳƲǛෞᝲᎍƱʩ්ƠƳƕǒᝤ売ȷPRǛᘍƍŴע؏ࣱ҄ƴጟƛǔ

ʙǛႸႎƴᘍǘǕƯƍǔŵ

ΨעᑄƕᨼǇǓŴǕƨƯƷକƷᓔǍᑶŴࡃᎍǍǭȃȁȳǫȸǛԃǉ20ࡃЈࣱڡଐŴ҅ᆰჷሥϋƷ࢘　

ƷƓǛ̅ဇƠƨƪǒƠݤӮŴ˺ǓᩃᝣǍǢǯǻǵȪȸƳƲಮŷƳǸȣȳȫƷՠԼƕᝤ売ƞǕƨŵ

　ମ年ƴࡽƖዓƖȯȸǯǷȧȃȗǋӷ͵ƞǕŴข߷ࠊƷᑶȑȬȃȈ ᩷ஙჇࡻ൞ƕᜒࠖƱƳǓŴ҅ᆰჷင

ᑶƖǛ̅ဇƠƨᑥᮗǍƔƳȕȩȯȸǢȬȳǸȡȳȈܴƕᘍǘǕƨŵ

　ǇƨŴ᳄ƖƨƦǒƪȜȩȳȆǣǢǰȫȸȗƋǈƯƌƑƴ

ǑǔǘƨƋǊ˺ǓǍȍȃȈǤȳǲȸȠŴࣱڡᢿǤȁȤȳૅ

ᢿȕȬȃǷȥȟǺƴǑǔƞ࢘ƯǲȸȠƳƲƷƜƲǋ

ጂଐǋᘍǘǕٻѬƷٻʴǍ܇Ʋǋưក

ǘƬƨŵ

　Ɠᓑ܇ƳƲƷԼǛǲȃȈƠƨ̓܇

ᢋƸž࣬ƬƨǑǓǋƓƬƯƍƶſ

žИǊƯ˺ǔǘƨƋǊƸᩊƠƔƬƨƚ

ƲಏƠƔƬƨſƱᇰ᫊ưᛅƠƯƍƨŵ
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ＪＡきたそらち女性部

ࢪࢱઃ
λΦルを
ଃఄ

ࢪࢱઃ
λΦルを
ଃఄ

　,#ƖƨƦǒƪࣱڡᢿ（᭘

ဋᎧ܇ᢿᧈ）ƸŴע؏ᝡྂƷ

ɟƱƠƯ16年Ɣǒ実ƠƯƍǔžᢿՃǿǪȫᲫஜᢃѣſǛ

ᘍƬƨŵ

　ᢿՃƕǿǪȫǛᲫɹ ɟஜˌɥਤƪ݃ǓŴӲע؏Ʒ᭗ᱫᎍᅦᅍ

ᚨ10ᚨƴ計639ஜƷǿǪȫǛ݃ពƠƨŵ

　ᨼǊǒǕƨǿǪȫƸŴϋฌੈǍ̅ƍǍƢƍǵǤǺƴᘶૺƠŴ

ฌਚƴ̅ဇƞǕǔŵ

　ӲᚨƔǒžƍƭǋඑޛƷǿǪȫǛƋǓƕƱƏƝƟƍǇƢŵஊ

јƴ̅ǘƤƯƍƨƩƖǇƢſƱ٭ٻշƹǕƨŵ

ȷ̓ ᜱᎊʴ̬ͤᚨ　ǨȸȇȫȯǤǹ

ȷ൨ᅦט ȇǤǵȸȓǹǻȳǿȸ

ȷข߷ཎКᜱᎊʴțȸȠ　ฌᅙט

ȷᎊʴțȸȠ　Ɯǜƴƪǘ金ƞǜƞǜ

ȷ࣓ࡇٶဃૅੲȏǦǹ　ƠǒǏǓƷ

介護老人保健施設
エーデルワイス

深川特別養護老人ホーム
清祥園

老人ホーム
こんにちわ　金さん銀さん

特別養護老人ホーム
雨竜寿園

社会福祉法人
北竜町社会福祉協議会

女性部女性部女性部女性部女性部女性部
だよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだより
女性部
だより
女性部
だより

多度志生活支援ハウス
しらゆりの里

認知症高齢者グループホーム
碧水

特定非営利活動法人
よるべさ

特別養護老人ホーム
北竜町永楽園

永福園
デイサービスセンター

贈呈施設

ȷཎКᜱᎊʴțȸȠ　ᩋᇕטݤ

ȷᛐჷၐ᭗ᱫᎍǰȫȸȗțȸȠ　ᄤ൦

ȷᅈ˟ᅦᅍඥʴ　҅ᇕထᅈ˟ᅦᅍңᜭ˟

ȷཎКᜱᎊʴțȸȠ　҅ᇕထ൨ಏט

ȷཎ᩼ܭփМѣඥʴ　Ǒǔǂƞ

（6）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　8月28ଐƱ29ଐƷ2ଐ᧓Ŵ,#ƖƨƦǒƪࣱڡᢿƕӳӷᄂ̲˟Ǜ͵Ơ19ӸƕӋьƠƨŵ

　1ଐႸƴᚧǕƨҗѨȒȫǺƸŴӨ10ӭɥᨕǛ࣎ᣐƠƯƍƨƕݱᩋƕᨀǔᆉࡇƴӓǇǓŴ᩷ƍǵȫȓǢǍǢȊ

șȫƳƲᮗǍƔƳᑶƕԵƍƯƍƨŵטϋԗᢂǫȸȈƴʈǓŴಏƠƛƴᑶǛᚇចƢǔಮ܇ǋǈǒǕƨŵ

　ᝃӓᆫჇƬӢɶƷ᳄ɶϋƴᆆѣƠŴᠾငьϼྸᚨƷᙸܖǛᘍƬƨŵӷ,#ưƸ˺˳ኒોծƷƨǊ

ǜƩŵ᭗ࣱᏡƷȏȸșǹǿȸܖƸ年᧓5,000VƷЈᒵƕƋǔƜƱǛנƠŴྵڼ4年ƔǒᝃƷ˺˄ƚǛ

ƸٳᚇƕƱƯǋٻƖƔƬƨƕ̖ƕ1Ε円ƱᎥƖŴࣱڡᢿՃɟӷᭃ

ƖƷ٣ƕɥƕƬƨŵǇƨᝃЈᒵǋȀȳȗƕƦƷǇǇႺțȃȑȸƴ

৲λƢǔƳƲᨼᒵ˺ಅƴǋ᧙࣎Ǜ݃ƤƯƍƨŵ,#ƕᢃփƠƯƍǔႺ

売ưƸŴࣱڡᢿՃƕᝃǛ̅ဇƠƨƓᓑ܇ƳƲǛܼଈǍӐʴƷƓ

ငƴទλƠƯƍƨŵם

　2ଐႸƸ࠘ࠊ࠼ᣃࠊᠾʩ්ǻȳǿȸǵȩȀưٻᝃǛ̅ဇƠƨ

ž໓ǓٻᝃƷǄƏơᒧԛǰȩȎȸȩſ˺ǓǛ˳᬴ŵᢿՃƸᜒࠖƷ૾

ƴƑƯǋǒƍƳƕǒᨥǑƘᡶǊƯʖܭ᧓ǑǓଔƘܦƞƤƯƍ

ƨŵ

　ƦƷࢸŴ,#ஙƷ܇˟ᅈȏȔǪஙƴᆆѣƠŴ࢘,#ƱƷǪȪǸ

ȊȫȖȬȳȉž፶ᨺſƷ売ǓئǛᙸܖŵ令和ƷᬳѣƴǑǔࢨ

᪪ưμӲעƷƓƕ1ᘥǋᝤ売ƠƯƓǒƣӋьᎍƸᭃƍƯƍƨŵ

　ᑥŷƳ˳᬴ǛᡫƠʩ්ƕขǇƬƨ1ජ2ଐƷӳӷᄂ̲˟ƸƱƯǋ

ஊॖ፯Ƴ᧓ƱƳƬƨŵ

ＪＡきたそらち女性部ＪＡきたそらち女性部ＪＡきたそらち女性部ＪＡきたそらち女性部ＪＡきたそらち女性部

合同研修会を開催合同研修会を開催合同研修会を開催合同研修会を開催合同研修会を開催

女性部女性部女性部女性部女性部女性部
だよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだより
女性部
だより
女性部
だより

　9月13ଐŴข߷ࠊᇌɟࠂɶ3ఄܖ年ဃƷዮӳႎƳܖ፼Ʒ᧓ƱƠƯဃ67ࢻӸƕӋьƠŴƱƏǋǖƜƠƷᨊᒬ

˳᬴ƕᘍǘǕƨŵ

　ƜƷଐƸŴ６月ƴܭౡƠƨȝȃȗǳȸȳဇƱƏǋǖƜƠƷԗǓƴဃƍᒔǔᩃᒬǛŴဃࢻƕ˺ಅưӕǓᨊƍƨŵ

　ӋьƠƨဃࢻƨƪƸኖ200ɜƷလƴဃƑƨᩃᒬǛŴᖓƳƲƷဃƖཋƴबᯚǛƋƛƳƕǒǋɟ࣎ɧʏƴ৷ƖŴ

ʙƴ˺ಅǛኳǘǒƤƨŵ

　˺ಅɶƷဃࢻƔǒƸžᩃᒬƕƜǜƳƴဃƑƯƍǔƱƸ࣬ƬƯƳƔƬƨſžᩃᒬƕॖٳƱᄒƘƯμ৷ƚƳƔƬƨſ

ƳƲƷ٣ƕᎥƜƑƨŵ

　ʻࢸƸŴ10月Ʒɥ

କƴƸӓᆫ˺ಅŴ11

月ƴƸӓᆫƠƨƱƏ

ǋǖƜƠưȝȃȗǳȸ

ȳƮƘǓ˳᬴ƕᘍǘ

Ǖǔʖܭŵ
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一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業一已中学校　とうもろこしの除草作業
生い茂る雑草を取り除く
一已中学校　とうもろこしの除草作業
生い茂る雑草を取り除く
一已中学校　とうもろこしの除草作業

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（7）



ຊ農業৽ฉからのお知らせ

（8）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



ຊ農業৽ฉからのお知らせ

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（9）



　8月26ଐŴᩋᇕૅ年金ӐƷ˟（Ӵᙸദࢀ˟ᧈ）Ʒᇹ19ׅȑȸǯǴȫȕٻ˟ƕᩋᇕထȑȸǯǴȫȕئƴƯ

͵ƞǕŴ˟Ճ˂17ӸƕӋьƠƨŵ

　৵ŴݱᩋƕᨀǔɶưƋƬƨƕŴƱƲǇƭǳȸǹȷȀȪǢǳȸǹƷ計36țȸȫǛׅǓŴӋьƠƨ˟ՃƸᏹǛᇤ

ƍӳƍŴȗȬȸǛಏƠǈƭƭᚃკǛขǊƨŵ

　ኽௐƸˌɦƷᡫǓ（ᆅဦ）

Ƃ金ᗡσฎᩋᇕૅ　᩷ޛƃ

パークゴルフ大会雨 竜 支 所
年金友の会

Ο　Ѩ

แΟѨ

ဏࣱ

࠳　ή　Щ　ࣈ

ా　ဋ　ɟ　پ

ࣱڡ

ᡁ　　　ᨗ　܇

　ޛ　ር　܇

8月23ଐŴข߷ૅ年金ӐƷ˟（קӝɤဏ˟ᧈ）ƷǲȸȈȜȸȫٻ˟ƕŴᓎ൦ǳȟǻȳǲȸȈȜȸȫئ

ƴƯ͵ƞǕŴᲭȁȸȠ13ӸƷ˟ՃƕӋьƠƨŵ

　Ө9ӭƔǒ٭ǘƬƨ˯ൢןƕ҅ෙᢊƴᡈƮƍƨࢨ᪪ưŴ前ଐٸƔǒଢƚ૾ǇưᨀᩋƕዓƖŴஔᲱƷ

ໜưƸǳȸȈƸٻƖƳ൦ƨǇǓƴьƑŴឱΨƸƵƔǔǈŴᩋࡨټǋ౨᚛ƞǕƨƕӋьᎍƷ᧵ᅕטᑸƔƱᙸ

᧓ᢌƏǄƲƷᨥƷǑƍ൦৷Ɩ˺ಅƴǑǓŴ˴ƱƔǳȸȈǋૢͳƞǕ͵ƢǔƜƱƕưƖƨŵ

　実ƞǕƨ3ᚾӳƸƢǂƯƕưƋǓŴƴ൱੮ǔڤѨƕጮǓ࠼ƛǒǕƨŵ

　ኽௐƸˌɦƷᡫǓŵ（ᆅဦ）

　ΟѨ　　　BȁȸȠ　（ȡȳȐȸ　ங፯　ဋɶᛗ　ޢဋ　ଢ　ʞҗ߷፦औ܇）

　แΟѨ　　AȁȸȠ　（ȡȳȐȸ　״ʟබק　܇ӝɤဏ　ဋՋဏ　ޢܭˊ܇）

　Ჭˮ　　　CȁȸȠ　（ȡȳȐȸ　ܷဋऔ܇　ᣒʟܑᨺ　˱ᕲΰʂ　״ʟɤᢹ　קӝබ܇）

Ƃ金ᗡσฎข߷ૅ　ஜဋƃ

ۚ༥ۚ༥ۚ༥ۚ༥ۚ༥
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ۚ༥
෦ࡁڞ
ۚ༥
෦ࡁڞ

深川支所年金友の会深川支所年金友の会深川支所年金友の会深川支所年金友の会深川支所年金友の会深川支所年金友の会深川支所年金友の会深川支所年金友の会深川支所年金友の会深川支所年金友の会深川支所年金友の会深川支所年金友の会 ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催ゲートボール大会を開催深川支所年金友の会 ゲートボール大会を開催深川支所年金友の会 ゲートボール大会を開催

（10）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



ۚ༥ࡁڞ部からのお知らせ

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（11）



農協の仕事を学ぶ農協の仕事を学ぶ
酪農学園大学の学生がインターンシップ！酪農学園大学の学生がインターンシップ！

　8月26ଐƔǒ29ଐŴᣚᠾܖٻטܖ（൶Кࠊ）Ʒ3年ဃ3ӸƕŴ࢘,#ƴƓƍƯǤȳǿȸȳǷȃȗǛᘍƬƨŵ

　ǤȳǿȸȳǷȃȗưƸŴ࢘᳄ƷಒᙲǛᛟଢƠƨࢸƴŴ᩷ௐᢿᢠௐئǍข߷ȞǤȊȪȸƳƲᠾಅᚨǍૅ

ƷᙻݑǛᘍƍŴƞǒƴ҅ෙᢊɶܼځအئࠊǁƷӷᘍŴᢠௐئǍᠾငཋႺ売žGEKRſưƷ˺ಅ˳᬴ƳƲǋ

実Ơƨŵ

　᧓ɶŴ,#ᎰՃƷኵӳՃƱƷ᧙ǘǓ૾ǛܖƿƨǊਖ਼ᡶᛢƷਖ਼

ᡶѣƴӷᘍƠŴኵӳՃƱƷǳȟȥȋǱȸǷȧȳƷӕǓ૾Ǎփಅǹǭȫ

ǛܖǜƩŵƦƷ˂ƴǋӷ1ܖٻ$ȷ1)ᎰՃƱƷ対ᛅǍᠾအငཋႺ売

žGEKRſࡃϋƷȬǤǢǦȈǍՠԼƳƲƴƭƍƯਃ࢘ᎰՃƱॖᙸʩ੭

ƳƲǛᘍƬƨŵ

　μƯǛኳƑƨܖဃƸžᠾңƸಮŷƳˁʙǛᘍǘƳƚǕƹƳǒƳƍƱ

Ɯǖư٭ٻƩƱज़ơƯƍƨƕ実ᨥƴᘍƬƯǈƯŴƖƨƦǒƪᠾңƸᎰՃ

ӷٟƷ್ƷጟƕǓƕࢍƘᩎൢƕƱƯǋᑣƍᎰئưƋǔƱज़ơƨſƱ

ᛅƠƨŵ

　ƳƓŴǤȳǿȸȳǷȃȗƷಮ܇ƸŴᣚᠾܖٻטܖ

Ʒ+PUVCITCOƔǒᚇǔƜƱƕưƖǇƢŵӲǳȡȳ

ȈഇƴƸܖဃƷज़ेƕƔǕƯƓǓǇƢƷưƝᚁƘ

Ʃƞƍŵ

ƂዮѦᢿ　ـဋƃ

　Ჳ月13ଐŴע؏˰ൟǛ対ᝋƴƠƨʩ්ѣž,#ƖƨƦǒƪע؏ᠾ

ಅࣖੲׇſƷᇹᲭׅƕข߷ࠊư͵ƞǕŴׇՃ17ӸƕӋьƠƨŵʻׅ

ƸǢǰȪǇƋƿ（᪦൶עғ）ưƦƹƪ˳᬴ŴޛƷᬜƓƱƑưǷȸ

ȉȫئᙸܖƳƲǛ実Ơƨŵ

　Ʀƹƪ˳᬴ƸŴ࣓ࡇٶငƷૼƦƹብǛ̅ဇƠŴእʴƦƹƪെˮᛐ

ࢍƷஊെᎍưƋǔ˙ᕲࡇСܭ 金ᗡσฎᢿᧈǑǓŴƦƹƪƷǛȇ

ȢȳǹȈȬȸǷȧȳƔǒܖǜƩࢸŴž൦ǇǘƠſžጀǓſžƷƠſžЏǓſ

ƷᆉǛׇՃᲬʴɟኵưңщƠƳƕǒਤƪ࠙ǓဇƷƦƹǛƬƨŵଷưƸƦƹƷ実λǓƓǉƢƼƕλƬƨ

ƦƹǊƠ࢘ࡰƱ˙ᕲᢿᧈƕƬƨૼƦƹǛآᏡƠŴોǊƯƪƦƹƷ፦ԛƠƞǛ実ज़ƠƯƍƨŵ

　ଷࢸƸŴ金ᗡσฎᢿฏٳᛢ ɥ؎ᅎੱᎰՃǑǓžኳƴӼƚƨႻዓƷƍǖƍǖſƱ᫆ƠŴȍǬȆǣȖƳǤ

ȡȸǸǛǋƪǍƢƍžኳſƴƭƍƯžᐯЎᐯ៲ƕƖƖƱᢅƝƢƨǊƴƸƍƭưǋڼǊƯᑣƍſƱ前Ӽ

ƖƳဃƖ૾ǛᎋƑǔƖƬƔƚƴƳǔᜒᛅǛᘍƬƨŵ

　ҜࢸƔǒƸŴǢȃȗȫȩȳȉޛƷᬜƓƱƑϋƴƋǔǷȸȉȫئǛᙸ

ᆉƠƨŵǷȸȉȫƸԼᚸ˟ƴƓƍƯ金ចƳƲӖចƠƯƍǔƕŴᙌᡯܖ

Ƹ˺ಅƕٶƘŴɠݗƴ˺ǒǕƯƍǔƜƱƴׇՃƸᭃƍƯƍƨŵƦƷࢸŴ

ϵኽຜƠƨǓǜƝௐ൬ǛᚾƠŴƋǇǓƷ፦ԛƠƞƴƓƔǘǓƢǔ૾

ǋƍƨŵӋьƠƨׇՃƸžǇƢǇƢᑥǜƳƜƱƴᐻԛƕǘƍƨſƱᛅƢŵ

ƂዮѦᢿ　ـဋƃ

第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　第３回　JAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAきたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団きたそらち地域農業応援団第３回　JAきたそらち地域農業応援団第３回　JAきたそらち地域農業応援団
（ⓒよい食P）

૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦

（12）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　８月24ଐŴᠾᏋʙಅƀǤȚȷȈǤȷȬǷǫƁᇹ4ׅƕᘍǘǕŴ܇Ʋǋ5ӸƱᐯЎؽဃƕӋьƠŴች

ᚨƷᙸܖƱȇǤǭȣȳȗǛಏƠǜƩŵ

ܖJAƷችᚨǛᙸ࢘Ŵችᚨƴᇌƪ݃ǓࢸƲǋᢋƱȇǤǭȣȳȗưǂǔᓔǛӓᆫƠƨ܇Ǌƴڼ　

Ơƨŵᇹ1ׅ͵ƷᨥƴᙸܖƠƨข߷ȞǤȊȪȸưᙌԼƴƳƬƨǛችئưችƠƯՠԼ҄ƠŴᠾင

ཋႺ売žeciRſƳƲưᝤ売ƢǔƱƍƏɟᡲƷ්ᡫᆉǛܖǜƩƜƱƴƳǔŵ

　ᙸࢸܖŴǢǰȪǇƋƿ（᪦൶עғ）ƷȐȸșǭȥȸȏǦǹƴƓƍƯ

ΨעƲǋᢋƕಏƠǈƴƠƯƍƨȇǤǭȣȳȗǛᘍƬƨŵӓᆫƠƨᓔǍ܇

Ǜ̅ဇƠƨᎹǛǂŴँ̊ƷǹǤǫлǓưƸǹǤǫǇưƷᢊƷǓǛ

ңщႎƴᛔݰƢǔ٣ǍषǘƤǔ

٣ŴǹǤǫƕлǕƨᨥƷട٣ƳƲ

ƴƗǍƔƳ٣ƕ᪪ƍƯƍƨŵǹǤ

ǫǛඑޛǂŴؽဃƱ᭸ƝƬƜŴ

ଝᖓǍǫȊȘȓǛƢƳƲಏƠƍ

ٰƷेƍЈƱƳƬƨŵ

ƂዮѦᢿ　ـဋƃ

食農教育事業「イペ・トイ・レシカ」
第4回　デイキャンプ＆精米施設見学第4回　デイキャンプ＆精米施設見学 ૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦૯෦

　,#ƖƨƦǒƪྶᢿƸŴ9月4ଐŴ5ଐƴ҅ࠊ࠼Ʊ൶КࠊưᘍǘǕƨᇹ62ׅμᢊ,#ྶٻ˟ƴЈئƠƨŵ

ӷᢿƸŴ7月ƴข߷ࠊưᘍǘǕƨᇹ65ׅᆰჷሥϋ,#ྶٻ˟ư3ᡲᙵǛௐƨƠŴӷٻ˟ǁƷЈೌئǛࢽƯƍƨŵ

　μᢊٻ˟ƸŴӲሥϋƷٻ˟ǛѨƪɥƕƬƯƖƨμ15,#（Əƪ1ᡲӳ˟）ƴǑǔȈȸȊȡȳȈưᘍǘǕƨŵ

　1ᚾӳႸƴƸ,#ǉƔǘƱ対ŵ4ဪᆖဋ（ᝤ売ᢿအငᛢ）Ʒᢘ2ثưИׅƔǒέСƢǔŵƦƷࢸƸႻ

Ʒܣڤƴ᧹ǇǕࢽໜưƖƣƴƍƨƕŴ6ׅᘻƷૌએŴέ᪽ᎍƷᧈئ（ᝤ売ᢿᠾငᛢ）ƕЈثƢǔƱŴᡲǍႭ

˱ͳƷ᩿ưǋŴܣŵࢽư3ໜǛྒث ᕲ（ᩋᇕૅփᠾᛢ）Ʊᡁ（ᝤ売ᢿᠾငᛢ）Ʒዒ৲ưࢽໜǛᚩƞƣŴ4�0ưѨМƠŴ

ИǛᆳᄊƠƨŵ

　ዓƘ2ᚾӳႸưƸŴ,#ƖƨǈǒƍƱ対ŵ2ׅᘻƷૌએưƸŴ2ǢǦȈثƷȁȣȳǹƷ᩿ئưᧈئƕឥᎍɟ

ੈƱƳǔᢘ2ثǛൿǊŴɟਫ3ࢽໜƱƠƨŵ3ׅᘻƴƸέ᪽Ʒؗӝ（᩷ௐᢿ᩷ௐᛢ）ƕരྶưЈثƢǔƱŴႭثȷ

Ⴛ৲Ʒ୧৲ƴǑǓ3ثǁПᢋŴᡁƷᢘưဃᢩƠƨŵዓƘ˱（ᝤ売ᢿᠾငᛢ）ǋᎈǁƷ߽Ǜ્ƪŴ

2ໜǛᡙьƠƨŵ6ׅƷܣͳưƸڂሊዂǈưŴ2ڂໜƠႻȁȸȠƕѬ

ƍƮƘǋƦƷᘻƷૌએưƸŴႻƷڂሊư˱ƕЈثƢǔƱŴˊឥȷ

ฌ൦（金ᗡσฎᩋᇕૅ）ƕႭثƠ2ثǁŵᧈئƷǻȳǿȸǁƷȒȃȈ

ưɟൢƴțȸȠǤȳŵஇኳׅŴ2ǢǦȈ1ȷ3ثƷȔȳȁǋŴ˱ᕲƷቬ

ǓƷ৲ྶưȬȕȈȕȩǤƴƪӕǓ6�2ưѨМƠƨŵƜǕƴǑǓșǹȈ

4ǁƱᡶЈƠƨŵ

　แൿѨƷ対ႻƸମ年Ǖƨ,#ᢊځŵႻƷཹૌƴ᎑ƑЏǕƣŴ

4ׅǇưƴ5ڂໜŵ5ׅᘙƷૌએưƸŴ1ǢǦȈ1ȷ2ثƷȁȣȳǹǛ

ƭƘǔǋࢽໜưƖƣ5ׅᘻƴțȸȠȩȳư2ໜǛᡙьƞǕ0�7Ʒǳȸȫ

ȉƚƱƳƬƨŵ

　ʻ年ࡇƷΟѨƸ,#ƞƬǆǖŴแΟѨƸ,#ᢊځƱƳƬƨŵ

ᎰՃǛƸơǊࣖੲƠƯ᪬ƍƨႏಮŴ༏ƍƝ٣ੲƋǓƕƱƏƝƟƍǇࢫ　

Ơƨŵ

JAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAきたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦きたそらちٿ෦
ୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈ��������������������������������������������ճશಓճશಓճશಓճશಓճશಓճશಓճશಓճશಓճશಓճશಓճશಓճશಓճશಓJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़ٿେձग़
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風
邪（
か
ぜ
）と
は

医
療
法
人
社
団
本
間
ク
リ
ニ
ッ
ク

本

間
　
　
　裕

風
邪
（
か
ぜ
）
と
は
、
全
て
の
年
齢
層
で
、
多
く
の
方
が
罹
患
す
る
ご
く
普
通

の
疾
患
で
、
正
確
に
は
「
か
ぜ
症
候
群
」
と
い
い
ま
す
。
80
～
90
％
が
ウ
イ
ル
ス

感
染
で
起
こ
り
ま
す
が
、
原
因
ウ
イ
ル
ス
は
１
０
０
種
類
以
上
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
主
な
も
の
と
し
て
、
ラ
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
、
パ
ラ
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
最

近
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
ウ
イ
ル

ス
以
外
で
は
、
溶
連
菌
等
の
細
菌
も
原
因
と
な
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
種
類
や
患

者
自
身
の
体
力
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
過
を
た
ど
り
ま
す
。

鼻
か
ら
喉
頭
ま
で
の
気
道
を
上
気
道
と
い
い
ま
す
が
、
病
原
体
が
上
気
道
内
に

入
っ
て
粘
膜
に
付
着
、
侵
入
し
生
体
内
で
増
殖
す
る
こ
と
で
、
急
性
の
炎
症
症

状
（
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
咽
頭
痛
、
発
熱
、
頭
痛
、
倦
怠
感
な
ど
）
が
生
じ
ま
す
。

炎
症
が
気
管
や
気
管
支
、
肺
な
ど
の
下
気
道
に
ま
で
拡
が
る
と
咳
や
痰
が
出
現
し

ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
溶
連
菌
感
染
症
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
も
）
の
病
原
体
は
、
簡
便
な
迅
速
抗
原
検
査
で
特
定
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
に

対
し
て
は
特
異
的
な
薬
剤
（
例
：
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
タ
ミ
フ
ル
）
が
存

在
す
る
の
で
、
疑
わ
し
け
れ
ば
検
査
で
診
断
を
確
定
で
き
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
以

外
で
は
病
原
体
の
特
定
は
困
難
な
の
で
、
薬
で
の
対
症
療
法
を
行
う
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
咳
止
め
や
痛
み
止
め
、
解
熱
剤
、
消
炎
剤
の
組
み
合
わ
せ
の
処
方
で
す
。

風
邪
に
は
漢
方
薬
が
有
用
で
す
。
漢
方
的
に
は
、
悪
寒
が
あ
る
場
合
は
、
体
表

面
（
粘
膜
）
で
病
原
体
と
の
反
応
が
起
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
寒
気
が
し
て
、

関
節
が
痛
い
時
期
に
は
葛
根
湯
や
麻
黄
湯
、
あ
る
い
は
桂
枝
湯
と
い
っ
た
い
わ
ゆ

る
麻
黄
剤
で
か
ら
だ
を
温
め
、
発
汗
を
補
い
ま
す
。
発
汗
に
よ
り
病
邪
を
外
に
追

い
出
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

冷
え
性
で
あ
っ
た
り
、
体
力
が
低
下
し
て
い
る
場
合
は
、「
冷
え
」
の
た
め
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
反
応
が
弱
く
、
温
熱
産
生
が
で
き
ず
に
長
引
く
こ
と
も
多
い
で

す
。
そ
の
場
合
は
、
生
体
を
強
力
に
温
め
て
治
癒
を
促
す
麻
黄
附
子
細
辛
湯
の
適

応
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
時
間
が
経
つ
と
悪
寒
は
徐
々
に
少
な
く
な
り
、
発
熱
や

咽
頭
痛
な
ど
熱
を
伴
う
症
状
は
治
ま
り
ま
す
。

病
邪
が
体
表
面
か
ら
体
内
に
侵
入
す
る
と
、
悪
寒
や
頭
痛
は
な
く
な
り
、
高
熱
も

下
が
り
、
代
わ
り
に
咳
や
喀
痰
が
出
る
状
態
と
な
り
ま
す
。
漢
方
で
は
こ
の
状
態

を
病
邪
が
体
内
（
内
臓
：
裏
）
に
侵
入
し
、
病
態
が
進
行
し
た
と
考
え
ま
す
。
食

欲
低
下
、
味
覚
異
常
、
口
が
粘
つ
く
、
な
ど
が
出
て
き
ま
す
。
表
面
（
粘
膜
）
と

裏
面
（
内
臓
）
の
両
方
で
の
病
的
状
態
を
「
半
表
半
裏
」
と
言
い
、
柴
胡
剤
と
よ

ば
れ
る
漢
方
薬
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

一
般
に
は
風
邪
症
状
に
は
抗
生
剤
が
効
く
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
細
菌
感
染
に
よ
る
扁
桃
炎
や
急
性
中
耳
炎
、
副
鼻
腔
炎
な
ど
の
細
菌
感
染
症

を
合
併
し
て
い
る
場
合
に
し
か
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
抗
菌
薬
投
与
を
検
討
す
る

の
は
そ
の
よ
う
な
場
合
で
す
。
耳
鼻
咽
喉
科
に
は
「
か
ぜ
」
あ
る
い
は
か
ぜ
か
ら

派
生
し
た
病
気
の
患
者
様
が
多
く
来
院
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
役
に
立
て
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
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今
年
７
月
に
発
行
さ
れ
た

新
紙
幣
が
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
皆
様
は
も
う
お
手
に

な
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
？
今

回
は
、
新
一
万
円
札
の
顔
・

渋
沢
栄
一
か
ら
、
一
緒
に
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
代
日
本
資
本
主
義
の
父

　
１
８
４
０
年
に
武
蔵
国
榛

沢
郡
血
洗
島
村
（
現
在
の
埼

玉
県
深
谷
市
血
洗
島
）
の
農

家
に
生
ま
れ
た
渋
沢
は
、
家

業
を
手
伝
う
傍
ら
論
語
な
ど

の
学
問
に
励
み
ま
し
た
。
後

に
、
徳
川
慶
喜
に
幕
臣
と
し

て
仕
え
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ

め
と
し
た
欧
州
各
国
へ
留
学
、

そ
こ
で
近
代
経
済
学
・
経
営

学
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

帰
国
後
、
第
一
国
立
銀
行
（
現

在
の
み
ず
ほ
銀
行
）
の
総
監

役
に
就
任
、
日
本
最
初
の
民

間
銀
行
の
創
立
と
経
営
に
携

わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
様
々

な
企
業
の
創
立
と
経
営
に
携

わ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
数
は

約
５
０
０
社
に
も
上
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
王
子
製
紙
や

東
京
電
力
、
キ
リ
ン
や
ア
サ

ヒ
な
ど
現
代
に
も
残
る
大
企

業
も
そ
の
一
つ
で
す
。
幕
末

〜
明
治
に
か
け
て
、
日
本
経

済
の
礎
を
築
い
た
渋
沢
は
、

近
代
日
本
資
本
主
義
の
父
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

近
代
日
本
の
父

　
渋
沢
は
、
企
業
の
創
立
と

経
営
だ
け
に
限
ら
ず
、
博
愛

社
（
現
在
の
日
本
赤
十
字
社
）

や
中
央
慈
善
協
会
（
現
在
の

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）
な

ど
、
多
く
の
福
祉
・
医
療
団

体
や
商
法
講
習
所
（
現
在
の

一
橋
大
）
や
大
倉
商
業
大
（
現

在
の
東
京
経
済
大
）
な
ど
、

多
く
の
教
育
団
体
の
創
立
と

運
営
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

１
９
０
９
年
、
70
歳
で
実
業

家
を
引
退
し
た
後
は
、
特
に

力
を
入
れ
て
携
わ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
限
ら
ず
、
民

間
外
交
に
も
力
を
入
れ
、
自

ら
ア
メ
リ
カ
や
中
国
、
欧
州

各
国
に
渡
り
、
主
に
経
済
分

野
に
お
け
る
相
互
理
解
の
進

展
に
努
め
た
と
さ
れ
、
１
９

２
６
、
２
７
年
に
は
、
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
の
候
補
に
も
な

り
ま
し
た
。
渋
沢
が
関
わ
っ

た
社
会
公
共
事
業
は
約
６
０

０
件
に
も
上
る
と
さ
れ
、
そ

う
い
っ
た
意
味
で
は
、
近
代

日
本
資
本
主
義
の
み
な
ら
ず
、

近
代
日
本
の
父
と
呼
ん
で
も

過
言
で
は
無
い
で
し
ょ
う
。

　
晩
年
の
渋
沢
は
全
国
各
地

で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
講
演
の
内
容
や
思
想
を
ま

と
め
た
「
論
語
と
算
盤
（
そ

ろ
ば
ん
）」
と
い
う
書
籍
が
あ

り
ま
す
。
論
語
と
算
盤
と
い

う
対
照
的
な
物
を
掛
け
合
わ

せ
、「
仁
義
道
徳
、
富
は
正
し

い
道
理
で
な
け
れ
ば
、
永
続

で
き
ぬ
」
と
し
た
渋
沢
。

　
そ
の
渋
沢
か
ら
現
代
人
が

学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
、
３
点
挙
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い

　
１
８
７
８
年
、
日
本
初
の

株
式
市
場
、
東
京
株
式
取
引

所
（
現
在
の
東
京
証
券
取
引

所
）
を
設
立
し
、
資
金
調
達

の
方
法
と
し
て
、
銀
行
融
資

が
中
心
だ
っ
た
当
時
、
株
式

上
場
と
い
う
新
た
な
手
法
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
男
尊
女
卑
の
風
潮

が
強
い
時
代
に
、
女
子
高
等

教
育
、
女
性
の
社
会
進
出
の

必
要
性
を
唱
え
、
東
京
女
学

館
や
日
本
女
子
大
学
な
ど
数

多
く
の
女
子
大
の
創
立
と
運

営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

広
い
視
野
を
持
ち
、
多
種
多

様
な
関
係
を
構
築
す
る

　
日
清
戦
争
や
第
一
次
世
界

大
戦
な
ど
に
よ
り
、
国
際
関

係
が
不
安
定
だ
っ
た
当
時
、

排
日
意
識
の
強
か
っ
た
ア
メ

リ
カ
へ
渡
り
、
貿
易
摩
擦
の

解
消
を
軸
と
す
る
経
済
関
係

の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
日
本
へ
の
理
解

促
進
の
為
、
日
本
の
報
道
を

ア
メ
リ
カ
報
道
機
関
へ
伝
え

る
為
、
現
地
で
創
立
し
た
通

信
社
は
、
現
在
の
時
事
通
信

社
・
共
同
通
信
社
の
起
源
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
１
８
７
０
年
代
後

半
、
東
京
商
法
会
議
所
（
現

在
の
日
本
商
工
会
議
所
）
を

設
立
、
初
代
会
頭
に
就
任
す

る
と
、
当
時
、
単
独
経
営
思

考
の
強
か
っ
た
企
業
や
銀
行

を
ま
と
め
、
相
互
関
係
を
構

築
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
、
企
業
が
多
様
な
経
済

活
動
を
展
開
で
き
る
基
盤
を

作
り
ま
し
た
。

道
徳
を
重
ん
じ
、
公
益
を
優

先
す
る

　
現
代
で
こ
そ
、
企
業
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
重
要
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

道
徳
面
で
未
発
達
だ
っ
た
当

時
の
日
本
経
済
界
に
お
い
て
、

道
徳
重
視
・
公
益
追
求
の
重

要
性
を
唱
え
て
い
た
渋
沢
。

ま
た
、
公
益
と
私
益
は
高
い

次
元
で
相
乗
す
る
と
い
う
考

え
も
持
っ
て
お
り
、
公
益
の

増
大
が
あ
っ
て
こ
そ
の
私
益

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
そ
う

で
す
。
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　「
企
業
の
社
会
的
責
任
に
つ

い
て
論
じ
た
人
物
の
中
で
渋

沢
の
右
に
出
る
も
の
を
私
は

知
ら
な
い
。
世
界
中
の
誰
よ

り
も
早
く
、
企
業
経
営
の
本

質
が
社
会
的
責
任
で
あ
る
こ

と
を
彼
は
見
抜
い
て
い
た
。」

こ
れ
は
著
書
「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
を
残
し
た
経
営
学
者
、

ド
ラ
ッ
カ
ー
が
残
し
た
言
葉

で
す
。
で
は
企
業
の
社
会
的

責
任
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
渋
沢
の
活
動
や
言
葉

か
ら
読
み
解
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
企
業
は
自
己
利
益
を

求
め
る
だ
け
で
な
く
、
社
会

利
益
も
求
め
な
く
て
は
な
ら

ず
、
幅
広
く
民
衆
の
助
け
と

な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
こ
そ
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
が

賞
賛
し
た
渋
沢
の
考
え
る
企

業
の
社
会
的
責
任
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
や
原
油
高
騰
、

急
激
な
円
安
に
よ
る
物
価
高

騰
や
金
融
不
安
な
ど
、
事
態

が
日
々
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、

数
十
年
後
も
存
続
し
て
い
る

企
業
は
、
渋
沢
が
考
え
る
社

会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
る

企
業
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
渋
沢
が
新
一
万
円

札
の
顔
に
選
ば
れ
た
の
は
、

時
代
が
彼
の
思
想
を
求
め
て

い
る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
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今
年
７
月
に
発
行
さ
れ
た

新
紙
幣
が
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
皆
様
は
も
う
お
手
に

な
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
？
今

回
は
、
新
一
万
円
札
の
顔
・

渋
沢
栄
一
か
ら
、
一
緒
に
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
代
日
本
資
本
主
義
の
父

　
１
８
４
０
年
に
武
蔵
国
榛

沢
郡
血
洗
島
村
（
現
在
の
埼

玉
県
深
谷
市
血
洗
島
）
の
農

家
に
生
ま
れ
た
渋
沢
は
、
家

業
を
手
伝
う
傍
ら
論
語
な
ど

の
学
問
に
励
み
ま
し
た
。
後

に
、
徳
川
慶
喜
に
幕
臣
と
し

て
仕
え
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ

め
と
し
た
欧
州
各
国
へ
留
学
、

そ
こ
で
近
代
経
済
学
・
経
営

学
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

帰
国
後
、
第
一
国
立
銀
行
（
現

在
の
み
ず
ほ
銀
行
）
の
総
監

役
に
就
任
、
日
本
最
初
の
民

間
銀
行
の
創
立
と
経
営
に
携

わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
様
々

な
企
業
の
創
立
と
経
営
に
携

わ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
数
は

約
５
０
０
社
に
も
上
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
王
子
製
紙
や

東
京
電
力
、
キ
リ
ン
や
ア
サ

ヒ
な
ど
現
代
に
も
残
る
大
企

業
も
そ
の
一
つ
で
す
。
幕
末

〜
明
治
に
か
け
て
、
日
本
経

済
の
礎
を
築
い
た
渋
沢
は
、

近
代
日
本
資
本
主
義
の
父
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

近
代
日
本
の
父

　
渋
沢
は
、
企
業
の
創
立
と

経
営
だ
け
に
限
ら
ず
、
博
愛

社
（
現
在
の
日
本
赤
十
字
社
）

や
中
央
慈
善
協
会
（
現
在
の

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）
な

ど
、
多
く
の
福
祉
・
医
療
団

体
や
商
法
講
習
所
（
現
在
の

一
橋
大
）
や
大
倉
商
業
大
（
現

在
の
東
京
経
済
大
）
な
ど
、

多
く
の
教
育
団
体
の
創
立
と

運
営
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

１
９
０
９
年
、
70
歳
で
実
業

家
を
引
退
し
た
後
は
、
特
に

力
を
入
れ
て
携
わ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
限
ら
ず
、
民

間
外
交
に
も
力
を
入
れ
、
自

ら
ア
メ
リ
カ
や
中
国
、
欧
州

各
国
に
渡
り
、
主
に
経
済
分

野
に
お
け
る
相
互
理
解
の
進

展
に
努
め
た
と
さ
れ
、
１
９

２
６
、
２
７
年
に
は
、
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
の
候
補
に
も
な

り
ま
し
た
。
渋
沢
が
関
わ
っ

た
社
会
公
共
事
業
は
約
６
０

０
件
に
も
上
る
と
さ
れ
、
そ

う
い
っ
た
意
味
で
は
、
近
代

日
本
資
本
主
義
の
み
な
ら
ず
、

近
代
日
本
の
父
と
呼
ん
で
も

過
言
で
は
無
い
で
し
ょ
う
。

　
晩
年
の
渋
沢
は
全
国
各
地

で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
講
演
の
内
容
や
思
想
を
ま

と
め
た
「
論
語
と
算
盤
（
そ

ろ
ば
ん
）」
と
い
う
書
籍
が
あ

り
ま
す
。
論
語
と
算
盤
と
い

う
対
照
的
な
物
を
掛
け
合
わ

せ
、「
仁
義
道
徳
、
富
は
正
し

い
道
理
で
な
け
れ
ば
、
永
続

で
き
ぬ
」
と
し
た
渋
沢
。

　
そ
の
渋
沢
か
ら
現
代
人
が

学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
、
３
点
挙
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い

　
１
８
７
８
年
、
日
本
初
の

株
式
市
場
、
東
京
株
式
取
引

所
（
現
在
の
東
京
証
券
取
引

所
）
を
設
立
し
、
資
金
調
達

の
方
法
と
し
て
、
銀
行
融
資

が
中
心
だ
っ
た
当
時
、
株
式

上
場
と
い
う
新
た
な
手
法
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
男
尊
女
卑
の
風
潮

が
強
い
時
代
に
、
女
子
高
等

教
育
、
女
性
の
社
会
進
出
の

必
要
性
を
唱
え
、
東
京
女
学

館
や
日
本
女
子
大
学
な
ど
数

多
く
の
女
子
大
の
創
立
と
運

営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

広
い
視
野
を
持
ち
、
多
種
多

様
な
関
係
を
構
築
す
る

　
日
清
戦
争
や
第
一
次
世
界

大
戦
な
ど
に
よ
り
、
国
際
関

係
が
不
安
定
だ
っ
た
当
時
、

排
日
意
識
の
強
か
っ
た
ア
メ

リ
カ
へ
渡
り
、
貿
易
摩
擦
の

解
消
を
軸
と
す
る
経
済
関
係

の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
日
本
へ
の
理
解

促
進
の
為
、
日
本
の
報
道
を

ア
メ
リ
カ
報
道
機
関
へ
伝
え

る
為
、
現
地
で
創
立
し
た
通

信
社
は
、
現
在
の
時
事
通
信

社
・
共
同
通
信
社
の
起
源
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
１
８
７
０
年
代
後

半
、
東
京
商
法
会
議
所
（
現

在
の
日
本
商
工
会
議
所
）
を

設
立
、
初
代
会
頭
に
就
任
す

る
と
、
当
時
、
単
独
経
営
思

考
の
強
か
っ
た
企
業
や
銀
行

を
ま
と
め
、
相
互
関
係
を
構

築
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
、
企
業
が
多
様
な
経
済

活
動
を
展
開
で
き
る
基
盤
を

作
り
ま
し
た
。

道
徳
を
重
ん
じ
、
公
益
を
優

先
す
る

　
現
代
で
こ
そ
、
企
業
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
重
要
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

道
徳
面
で
未
発
達
だ
っ
た
当

時
の
日
本
経
済
界
に
お
い
て
、

道
徳
重
視
・
公
益
追
求
の
重

要
性
を
唱
え
て
い
た
渋
沢
。

ま
た
、
公
益
と
私
益
は
高
い

次
元
で
相
乗
す
る
と
い
う
考

え
も
持
っ
て
お
り
、
公
益
の

増
大
が
あ
っ
て
こ
そ
の
私
益

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
そ
う

で
す
。

「安心」が、私たちの商品です。
http://www.csk-i.com

税理士法人
中央総合会計

　「
企
業
の
社
会
的
責
任
に
つ

い
て
論
じ
た
人
物
の
中
で
渋

沢
の
右
に
出
る
も
の
を
私
は

知
ら
な
い
。
世
界
中
の
誰
よ

り
も
早
く
、
企
業
経
営
の
本

質
が
社
会
的
責
任
で
あ
る
こ

と
を
彼
は
見
抜
い
て
い
た
。」

こ
れ
は
著
書
「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
を
残
し
た
経
営
学
者
、

ド
ラ
ッ
カ
ー
が
残
し
た
言
葉

で
す
。
で
は
企
業
の
社
会
的

責
任
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
渋
沢
の
活
動
や
言
葉

か
ら
読
み
解
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
企
業
は
自
己
利
益
を

求
め
る
だ
け
で
な
く
、
社
会

利
益
も
求
め
な
く
て
は
な
ら

ず
、
幅
広
く
民
衆
の
助
け
と

な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
こ
そ
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
が

賞
賛
し
た
渋
沢
の
考
え
る
企

業
の
社
会
的
責
任
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
や
原
油
高
騰
、

急
激
な
円
安
に
よ
る
物
価
高

騰
や
金
融
不
安
な
ど
、
事
態

が
日
々
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、

数
十
年
後
も
存
続
し
て
い
る

企
業
は
、
渋
沢
が
考
え
る
社

会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
る

企
業
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
渋
沢
が
新
一
万
円

札
の
顔
に
選
ば
れ
た
の
は
、

時
代
が
彼
の
思
想
を
求
め
て

い
る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

経
営
と
は
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指
示
の
上
手
な
伝
え
方

　
前
年
度
に
入
組
し
た
２
年
次
の
方
々

に
、
年
度
明
け
に
個
別
面
談
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
２
年
目
に
な
り
、
多
少
、
先

輩
と
な
る
自
覚
が
芽
生
え
、
頑
張
ら
ね
ば

と
い
う
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
人
が
多
く
い

る
反
面
、
そ
れ
が
ま
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と

し
て
重
く
の
し
か
か
り
、
そ
の
狭
間
に
揺

れ
て
い
る
彼
ら
を
感
じ
た
次
第
で
す
。
こ

の
面
談
を
通
し
て
多
少
な
り
と
も
、
彼
ら

の
背
中
を
押
す
こ
と
に
繋
が
れ
ば
と
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
彼
ら
か
ら
結
構
、
話

題
と
し
て
出
さ
れ
た
の
が
「
指
示
の
受
け

方
」
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
中
に
は
メ
モ

の
取
り
方
を
独
自
に
工
夫
し
た
り
、
そ
れ

な
り
に
努
力
を
し
て
い
る
人
も
い
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
が
。
考
え
て
み
る
と
私
達

の
職
場
は
「
指
示
で
始
ま
り
、
報
告
で
終

わ
る
」と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
し
た
ら
、
こ
の
「
指
示
の
受
け
方
」
は
、

よ
り
良
い
仕
事
を
す
る
為
の
重
要
な
要
因

の
一
つ
と
い
え
ま
す
。
そ
の
為
に
は
受
け

る
側
の
問
題
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、

私
は
そ
れ
以
上
に
「
指
示
の
出
し
方
が
ど

う
か
？
」
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
そ
れ
に
焦
点
を
絞

り
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ

の
基
本
と
な
る
の
は
「
誤
解
が
生
じ
に
く

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
」
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
指
示

を
伝
え
る
場
合
に
は
「
個
別
を
基
本
に
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
場
合
、
彼
ら
か

ら
何
ら
か
の
訴
え
等
が
あ
る
時
に
は
、
出

来
る
だ
け
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
を
行
お
う
と

し
て
も
時
間
が
な
く
、
そ
う
し
た
対
応
が

難
し
い
場
合
に
は
、
出
来
る
限
り
「
○
日

の
○
時
な
ら
聞
く
こ
と
が
可
能
」
と
約
束

す
る
な
ど
も
一
案
で
す
。
ま
た
、
職
場
の

重
要
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
単
に
口
頭
で

は
な
く
、
文
章
や
メ
モ
、
あ
る
い
は
図
に

示
す
な
ど
、
具
体
的
に
わ
か
り
易
く
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
意
味
で

は
作
業
手
順
に
お
い
て
も
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
な
ど
で
”
見
え
る
化
“
を
し
て
あ
げ
る

こ
と
も
一
つ
か
と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
に

し
て
も
指
示
は
可
能
な
限
り
、
短
く
シ
ン

プ
ル
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
よ
く

あ
る
パ
タ
ー
ン
に
「
あ
れ
」
や
「
こ
れ
」

と
い
っ
た
指
示
語
で
伝
え
が
ち
で
す
が
、

具
体
的
に
名
前
を
示
す
な
ど
に
心
が
け
、

そ
の
為
に
も
主
語
と
述
語
を
明
確
に
し
、

相
手
が
わ
か
り
易
く
し
て
あ
げ
る
こ
と
も

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
更
に
、「
一
度

に
複
数
の
指
示
を
し
な
い
こ
と
」
も
念
頭

に
お
く
こ
と
で
す
。
加
え
て
、
優
先
順
位

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
あ
げ
る
な
ど
も
重

要
で
す
。
と
に
か
く
彼
ら
は
そ
の
仕
事
の

な
ん
た
る
か
も
わ
か
ら
ず
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
も
多
く
は
知
る
よ
し
も
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
彼
ら
の
気
持
ち
を
考
慮
し
、
作

業
に
お
け
る
目
標
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
に

当
た
る
所
要
時
間
や
工
程
等
も
あ
ら
か
じ

め
明
ら
か
に
し
、「
指
示
の
見
え
る
化
」

に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
う
し
て
指
示
を
し
た
場
合
に
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
が
”
復
唱
さ
せ
る
癖
づ
け
“

を
す
る
こ
と
。
人
は
同
じ
言
葉
を
聞
い
た

に
し
て
も
、
受
け
止
め
る
人
の
気
持
ち
で

変
わ
り
ま
す
。
と
す
る
と
、
正
確
な
仕
事

に
結
び
つ
け
る
為
に
は
、
こ
の
こ
と
は
指

示
を
受
け
る
側
に
と
っ
て
は
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
れ
が
な
い
場
合
に
は
「
ど
う
聞
い

た
か
？
」
を
復
唱
さ
せ
る
こ
と
は
必
須
と

い
え
ま
す
。
そ
う
で
な
い
と
、
結
果
的
に

思
っ
た
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
下
手
を
す
る
と
「
指
示
の
出
し
方
が

悪
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
業
務
の
内
容
が
違
っ
た
に
し

て
も
、
仕
事
は
「
指
示
」
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
そ
れ
を
「
ど
う
受
け
る
か
」
と

い
う
部
下
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

以
上
に
上
司
と
し
て
の
「
指
示
の
出
し
方

の
巧
拙
」
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
部
下
な
り
後
輩
を
持
つ
あ
な
た
の

指
示
の
出
し
方
は
い
か
に
？

石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄ののののののののの石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第35回第35回

（18）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（19）



ۚ༥ࡁڞ部からのお知らせ
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ۚ༥ࡁڞ部からのお知らせ

本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

ＪＡきたそらち

ＪＡ共済

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（21）



クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

九月俳句九月俳句九月俳句

8月号の正解は
「カブトムシ」でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれま
した。

深 川 市　　藤川　昌子　様
深 川 市　　宮田　美加 様
北 竜 町　　永井　悦子　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3

4

5

10

11

12

13

15

16

18

小麦粉に牛乳・油脂・卵・砂糖
などを混ぜてこね、一定の形に
抜いて固めに焼いた菓子。
野球などで、投手が力の限り投
げること。
額・えり首などの髪が生えてい
る部分と生えていない部分の境
目。
首に巻いて胸元を飾るアクセサ
リー。首飾り。
その折の状況や事情。「その日
は○○○が 悪 い」「○○○を つ
ける」
車などが後ろからぶつかること。
料理品目の表。
人口が多く、人家が集中してい
る所。「○○をぶらつく」
国の最高権力者。君主。
納豆・豆腐の材料となる、比較
的大きな豆。
夜空に小さく光って見える天体。

1

4
6
7

8
9

11

13

14

17

19

約束を守るしるしに、たがいに小
指をからみ合わせること。
半分の値段。
着替えること。
洋服やエプロンなどについている
袋状の小さな物入れ。「○○○○
に入れる」「○○○○マネー」
さかさま。反対。
入れ物。容 器。才 能。「○○○が
大きい人だ」
会社や役所の仕事。しなければな
らないこと。「親の○○○だ」
穀物や酒・油などの量を量る木製、
または金属製の器。
仁王の像のようにどっしりといか
めしく立つこと。
目的地へ着くまでの間。物事がま
だ終わらないうち。
昆虫。雄は、秋に前ばねを立てて
リーンリーンと鳴く。

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォーム・ハガキ・
ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよりに対するご意見ご要望を
記入の上ご応募下さい。
締切10月31日消印有効で当選者とクイズの答えは令和６年12月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
山
の
日
や
杖
な
き
足
で
登
る
夢
　
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
天
井
の
蠅
に
見
ら
れ
て
転
寝
す
　
　
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
夏
祭
り
法
被
着
た
児
の
リ
ン
ゴ
飴
　
　
　
　
　
佐
々
木
待
子

　
蝉
の
声
止
み
あ
く
る
朝
動
か
ず
に
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
同
窓
会
名
残
惜
し
み
て
秋
に
入
る
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
大
家
族
鬼
百
合
咲
い
て
生
家
跡
　
　
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会

北
竜
支
部

　
馬
追
や
壁
に
蹄
鉄
飾
り
物
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
キ
ャ
ベ
ツ
巻
く
疑
心
暗
鬼
の
無
肥
料
に
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
あ
の
頃
へ
戻
れ
る
な
ら
ば
道
お
し
え
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
小
太
り
を
選
ぶ
や
母
の
茄
子
の
馬
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
居
座
り
の
蛇
の
睨
み
に
妻
庇
う
　
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
さ
さ
や
か
や
隣
も
茄
子
を
焼
い
て
い
る
　
　
　
宮
脇
美
和
子

　
秋
祭
り
伝
統
獅
子
を
次
の
子
へ
　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

●
土
筆
俳
句
会

　
暮
れ
な
づ
む
帰
燕
群
れ
ゆ
く
風
の
こ
ゑ
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
綾
取
り
の
末
子
に
勝
て
ぬ
文
化
の
日
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
勤
務
地
の
孫
の
安
否
や
野
分
中
　
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
ジ
ョ
ッ
キ
上
げ
串
の
煙
に
集
う
秋
　
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
真
夜
中
に
来
て
ギ
イ
と
鳴
く
ち
ち
ろ
む
し
　
　
滝
口
富
美
子

　
裏
口
を
開
け
と
鳴
く
虫
人
無
き
家
　
　
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
膝
上
の
夜
泣
き
す
る
子
と
虫
の
声
　
　
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
リ
ハ
ビ
リ
や
元
気
湧
き
出
る
夏
の
雲
　
　
　
　
沼
田
留
美
子

　
秋
の
田
や
五
輪
も
パ
ラ
も
黄
金
色
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C D

1 2 3 4 5

6

7 8

9 10

11 12 13

14 15 16

17 18

19

C

A

B

D
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１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．財務報告及び事業実績について
５．固定資産の取得・修繕について
６．反社会的勢力等との取引状況について
７．マネーローンダリング等の取引状況について
８．令和6年度　第2四半期コンプライアンス事故報

告について
９．JA理事との利益相反取引実績について
10．令和5年　関係団体の概況について（追加報告）
11．職員の人事及び業務事故について
12．第31回JA北海道大会における組織討議結果に

ついて
13．貸出金の貸付報告について

14．金融　相談・苦情等対応状況の定期報告について
15．共済　相談・苦情等対応状況の定期報告について
16．令和6年度 JA青年部・女性部とJA常勤役員と

の懇談会報告について
17．JAきたそらち環境フォーラム2024の企画につ

いて
18．令和6年度 主要農作物の生育概況（8月15日）

について
19．令和5年産　種子馬鈴薯最終精算について
20．令和6年度　畜産物の販売実績（7月末）につ

いて
21．令和６年産米の集荷対応について
22．青果・花き集荷販売実績について
23．令和6年春肥料奨励金の支払について
24．経済部事業実績について

議案第１号　組合員の出資金減口について
議案第２号　令和6年度上半期決算について
議案第３号　寒冷地手当の支給について
議案第４号　貸出金の貸付について
議案第５号　理事に対する貸出承認について

議案第６号　令和6年産　米（うるち・もち）集荷
　　　　　　販売方針について
議案第７号　令和6年産　玄そば、小豆、大豆の取

扱いについて

提
出
議
案

報

告

事

項

第９回理事会 〈令和6年8月29日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和６年８月実績

売電金額　2,200,440円（40円/kWh）

計画対比

前年対比

55,011kWh 発電電力

○累計（R５.12～R６.11）

426,752kWh
＋8,322kWh

△1,697kWh

計画対比

前年対比

＋99,608kWh

＋34,542kWh

組合員の動き
（令和6年8月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,176
110
5,437
270
835

当月末
30
0
37
0
19

脱退
9
4
76
2
1

加入
1,197
106
5,398
268
853

当期首

9
が
つ
　
バ
ケ
ツ
稲
レ
ポ
ー
ト

9
が
つ
　
バ
ケ
ツ
稲
レ
ポ
ー
ト

（左：音江中央保育園、右：北光保育園）
ついに今年も稲刈りの時期が到来！！初めての稲刈りに
子どもたちは大はしゃぎ！はさがけにも挑戦していまし
た！今後、脱穀・籾摺り・精米を経て実食です！！
来月号の広報誌やYouTube等でもお知らせいたします
♪お楽しみに！

１．令和6年産米時期別概算金設定に於けるJAの対応
について

協
議
事
項
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農業振興部からのお知らせ

■発行／きたそらち農業協同組合　〒074-0015　北海道深川市深川町字メム10号線山3線5850番地　TEL 0164（22）6600　FAX 0164（22）8611
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｊａ‐ｋｉｔａｓｏｒａｃｈｉ．ｃｏｍ　　■編集／農業振興部 営農企画課　■印刷／株式会社 須田製版
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